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    第２章   令和４年度の土地を巡る

主な動き

本章では、令和４年度の土地を巡る主な動きについて、国や民間の調査及び報告により

概括する。
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令和３年ᗘ住宅市ሙ動向ㄪᰝにお࡚࠸、令和２年４月から令和３年３月までの間に、住

、を行ったୡᖏをᑐ㇟とし࡚、ὀᩥ住宅、分譲住宅、᪤Ꮡ住宅࣒࣮࢛ࣇࣜ・࠼建᭰・࠼᭰

Ẹ間㈤貸住宅及び࣒࣮࢛ࣜࣇ住宅の別にㄪᰝを行࠸、⤖ᯝをྲྀりまとめたࡶのが公表ࡉれ

た。௨ୗ、㡯┠別に⤖ᯝのᴫせをまとめる。

㸺≀௳・施工⪅に関するሗ㞟᪉法㸼

ۑ ≀௳・施工⪅に関するሗ㞟᪉法に࡚࠸ࡘ、「ンࢺࢵࢿ࣮ࢱで」を㑅ᢥしたྜは、

┤㏆５年間できࡃ増加し࡚࠸る。

㸺住宅㑅ᢥの理⏤㸼

ۑ 住宅㑅ᢥの理⏤に࡚࠸ࡘ、「❧地⎔ቃがⰋかったから」な、住宅✀別にࡼっ࡚その理

⏤はᵝࠎで࠶るが、᪤Ꮡ住宅ྲྀᚓୡᖏでは「住宅のࢨࢹン・ᗈࡉ・設ഛ➼がⰋかった

から」を㑅ᢥするྜが前年ᗘㄪᰝから増加し࡚࠸る。

㸺設ഛ➼に関する㑅ᢥの理⏤㸼

ۑ 設ഛ➼に関する㑅ᢥの理⏤に࡚࠸ࡘ、「間ྲྀり・㒊ᒇ数が㐺ᙜࡔから」な、住宅✀別

にࡼっ࡚その理⏤はᵝࠎで࠶るが、ὀᩥ住宅ྲྀᚓୡᖏでは「㧗Ẽᐦ・㧗᩿⇕住宅ࡔから」

を㑅ᢥするྜが前年ᗘㄪᰝからᘬき続き᭱ࡶ㧗࠸。

㸺᪤Ꮡ住宅にした理⏤㸼

ۑ ᪤Ꮡ住宅にした理⏤に࡚࠸ࡘ、᪤Ꮡマンションྲྀᚓୡᖏでは「࣒࣮࢛ࣜࣇでᛌ㐺に住め

るとᛮったから」、「ࣜࡉ࣒࣮࢛ࣇれ࡚きれࡔ࠸ったから」を㑅ᢥするྜが前年ᗘㄪᰝ

から増加し࡚࠸る。

㹼㹼令令和和４４年年ᗘᗘのの土土地地ををᕠᕠるるなな動動きき㹼㹼

令和４年４月

国土交通省が「令和３年ᗘ住宅市ሙ動向ㄪᰝ」⤖ᯝを発表

るる࠸࠸増増加加しし࡚࡚ࡃࡃるる≀≀௳௳ሗሗ㞟㞟ががききࡼࡼににࢺࢺࢵࢵࢿࢿ࣮࣮ࢱࢱンン

☆☆参参考考 住宅市ሙ動ྥㄪᰝࡣ、住替え・建替え前後の住宅や、その住居に居住する世帯の状況及び住

宅取得に係る資金調達の状況等について把握し、今後の住宅政策の企画立案の基礎資料とすることを目的と

して、国土交通省が毎年実施しているもの
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令和３年ᗘの新設住宅着工戸数は、前年ᗘと比㍑すると、全体で㸴.㸴％の増加となった。

また、令和３年ᗘの新設住宅着工床面積は、前年ᗘ比 7.3％増の⣙ 71,161 千㎡となり、

３年ぶりの増加となった。

全国の地価動向は、全用途平均（ၟᴗ地・住宅地・工ᴗ地の平均、௨ୗ同ࡌ。）で前期比

（2021 年９月末比、௨ୗ同0.2％（。ࡌとなった（前回 0.0％）。2020 年３月末ㄪᰝ௨᮶、

４期ぶりの上昇となった。

ၟᴗ地は、ࢼࣟࢥ⚝のᙳ㡪にࡼり㣧㣗・ᑠᗑのᗑ⯒㟂せの減少やほග地におけるほග

ᐈ数のప㏞➼、ཝし࠸≧ἣが続ࡃ地域࠶ࡶる一᪉、㟂せが持ち┤した地域ࡶ見られ、全体

では前期比 0.0％（前回0.2ڸ％）となった。

୕都市圏の᭱㧗価格地は、「ᮾி圏」で前期比 0.7％（前回 0.3％）、「㜰圏」で前期

比 0.4％（前回 0.0％）、「ྡྂᒇ圏」で前期比 0.4％（前回 0.3％）となった。ᮾி圏とྡ

ྂᒇ圏では上昇が続き、㜰圏はᶓ࠸ࡤから上昇に㌿ࡌた。

ᮾி༊㒊の地価動向は、全用途平均で前期比 1.0%（前回 0.6％）と上昇が続き、上昇⋡

。ᣑしたࡶ

令和３年ᗘ首都圏ⓑ᭩では、「首都圏における⬺Ⅳ⣲♫会の実現に向けたྲྀ⤌」を࣮ࢸマ

とし࡚、現≧分ᯒやྛ地でྲྀり⤌まれ࡚࠸る➼のᩚ理や分ᯒに࡚࠸ࡘሗ࿌し࡚࠸る。

௨ୗにᴫせをまとめる。

令和４年５月

一般財団法人 日本不動産研究所が「市街地価格指数（令和４年３月末Ⅼ）」を公表

国土交通省が「令和３年ᗘ首都圏ᩚഛに関する年ḟሗ࿌（首都圏ⓑ᭩）」を国会ሗ࿌

☆☆参参考考 市街地価格指数：日本不動産研究所が年２回、３月末と９月末のྛ時点ࡅ࠾る全国主要 198

都市の約 1,800地点の地価を鑑定評価し指数化している。

୕୕都都市市圏圏のの᭱᭱㧗㧗価価格格地地はは、、ᮾᮾிி圏圏ととྡྡྂྂᒇᒇ圏圏でではは上上昇昇がが続続きき、、㜰㜰圏圏ははᶓᶓ࠸࠸ࡤࡤかか

らら上上昇昇にに㌿㌿ࡌࡌたた。。

首首都都圏圏ににおおけけるる⬺⬺ⅣⅣ⣲⣲♫♫会会のの実実現現にに向向けけたたྲྀྲྀ⤌⤌

令和４年㸴月

国土交通省が「令和３年ᗘ新設住宅着工戸数」を発表

☆☆参参考考 新設住宅着工戸数：独立して居住できる区画が増える新設の住宅着工件数のこと。持家、貸家、

給与住宅及び分譲住宅の４区分あり、重要な経済指標となっている。

令令和和３３年年ᗘᗘのの新新設設住住宅宅着着工工戸戸数数はは、、前前年年ᗘᗘとと比比㍑㍑すするるとと全全体体でで 66..66％％のの増増加加

全全体体でで５５㸬㸬㸶㸶％％のの増増加加

令和４年４月
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࠙➨１❶ 首都圏ᩚഛをめࡄる᭱㏆の動向ࠚから

ۑ Ẽೃኚ動にకう⮬↛⅏ᐖの⃭⏒・㢖発なに見られるࡼうに、地⌫ ᬮᑐ⟇はᡃ

が国のႚ⥭のㄢ㢟で࠶り、国㝿ⓗにࡶ⬺Ⅳ⣲に向けたᶵ㐠が㧗まる୰、2050年࣮࣎࢝ンࢽ

。る࠸の実現は、㔜せなᨻ⟇┠ᶆとなっ࡚ࣝࣛࢺ࣮ࣗ

ۑ  ᐊຠᯝࢫ࢞の๐減にᙜたっ࡚は、地域の≉Ⰽを⏕かしながら、࣮ࢠࣝࢿ࢚ᾘ㈝㔞のᢚ

ไや再⏕ྍ⬟࣮ࢠࣝࢿ࢚のᑟධを図っ࡚ࡃ࠸ᚲせが࠶る。

ࠐ 首都圏は、ୡ⏺ⓗに見࡚ࡶ᭷数のつᶍを持ࡘ㧗ᗘに発㐩した都市圏で࠶り、人ཱྀや♫

会ン３➨、ࣛࣇḟ産ᴗ➼の㞟積にࡼり、ከᙬな活動が行われ࡚࠸る。

ۑ 一᪉、令和ඖ（2019）年ᗘࡼり続ࡃ新ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁのᙳ㡪にࡼり、日ᖖ⏕活

がきࡃኚするととࡶに、ࢡ࣮࣡ࣞࢸのᣑな、ឤᰁのࣜࢡࢫにᑐᛂするᙧでࢪࢹ

。る࠶ࡘࡘࡳの㌿が㐍を前ᥦとした♫会ࣝࢱ

ۑ 首都圏には、ࡇのࡼうな♫会ໃのኚを⬺Ⅳ⣲加㏿のዲᶵとし࡚ᤊ࣮࣋ࣀ、࠼シ

ョンの᥎㐍や♫会の新たな⤌ࡳのᵓ⠏を通࡚ࡌ、ᡃ が国の⬺Ⅳ⣲をඛᑟし࡚ࡇࡃ࠸と

がồめられ࡚࠸る。

࠙➨２❶ 首都圏ᩚഛの≧ἣࠚから

ۑ 首都圏の総人ཱྀは、和 50（1975）年௨㝆一㈏し࡚増加し࡚࠸たが、令和３（2021）

年で減少に㌿ࡌ、令和３（2021）年 10 月１日現在で 4,437 人（全国の 35.4％）とな

っ࡚࠸る。圏域別の人ཱྀを見ると、ᮾி都は平ᡂ㸵（1995）年௨㝆、㏆㞄３┴は和 50

（1975）年௨㝆増加ഴ向で࠶ったが、ඹに令和３（2021）年は前年と比㍑し࡚減少した。

ۑ ᮾி圏における分譲マンションの౪⤥動向は、平ᡂ 25（2013）年௨㝆ᴫࡡ減少ഴ向が

続࠸たが、令和３（2021）年は前年比で㸴千戸௨上増加し、33.6千戸で࠶った。ᮾி圏・

ᮾி都༊㒊における分譲マンションの平均㈍価格・平均住戸面積の᥎⛣を見ると、令

和３（2021）年は、令和２（2020）年と比㍑し、平均㈍価格・平均住戸面積とࡶに上

昇・増加し࡚࠸る。

ۑ ㈨本㔠１൨௨上の普通法人の❧地≧ἣに࡚࠸ࡘは、ᮾி圏が全国の⣙㸴を༨め、

≉にᮾி都にお࡚࠸全国の⣙５を༨め࡚࠸る。ࡉらに、平ᡂ 30（2018）年ᗘの首都圏

の┴ෆ総⏕産（ྡ┠）のྜィの全国に༨めるྜは 39.4％で࠶る一᪉、同年 10 月１日

Ⅼの首都圏の人ཱྀの全国に༨めるྜは 35.0％で࠶り、人ཱྀの༨めるྜࡼりࡶ┴ෆ

総⏕産の༨めるྜの᪉が上回っ࡚࠸る。ࡇれは、ᮾி都の┴ෆ総⏕産（ྡ┠）の全国

に༨めるྜ（18.9％）が、ᮾி都の人ཱྀの全国に༨めるྜ（10.9％）をきࡃ上回

っ࡚࠸るᙳ㡪がき࠸。

☆☆参参考考 㤳都ᅪⓑ᭩：㤳都ᅪᩚഛἲ（ 31年ἲᚊ➨ 83ྕ）➨ 30᮲の２のつ定ᇶ࡙き、㤳都ᅪᩚഛ

ィ画の⟇定及びᐇ㛵ࡍる≧ἣࡘいて、ẖ年国ሗ࿌ࢀࡉるࡶの

㤳都ᅪ㸻Ⲉᇛ┴࣭ᰣᮌ┴࣭⩌㤿┴࣭ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭ᮾி都࣭⚄ዉᕝ┴࣭ᒣ┴

ᮾிᅪ㸻ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭ᮾி都࣭⚄ዉᕝ┴

㏆㞄３┴㸻ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭⚄ዉᕝ┴
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ۑ ㈨本㔠１൨௨上の普通法人の❧地≧ἣに࡚࠸ࡘは、ᮾி圏が全国の⣙㸴を༨め、

≉にᮾி都にお࡚࠸全国の⣙５を༨め࡚࠸る。ࡉらに、平ᡂ 30（2018）年ᗘの首都圏

の┴ෆ総⏕産（ྡ┠）のྜィの全国に༨めるྜは 39.4％で࠶る一᪉、同年 10 月１日

Ⅼの首都圏の人ཱྀの全国に༨めるྜは 35.0％で࠶り、人ཱྀの༨めるྜࡼりࡶ┴ෆ

総⏕産の༨めるྜの᪉が上回っ࡚࠸る。ࡇれは、ᮾி都の┴ෆ総⏕産（ྡ┠）の全国

に༨めるྜ（18.9％）が、ᮾி都の人ཱྀの全国に༨めるྜ（10.9％）をきࡃ上回

っ࡚࠸るᙳ㡪がき࠸。

☆☆参参考考 㤳都ᅪⓑ᭩：㤳都ᅪᩚഛἲ（ 31年ἲᚊ➨ 83ྕ）➨ 30᮲の２のつ定ᇶ࡙き、㤳都ᅪᩚഛ

ィ画の⟇定及びᐇ㛵ࡍる≧ἣࡘいて、ẖ年国ሗ࿌ࢀࡉるࡶの

㤳都ᅪ㸻Ⲉᇛ┴࣭ᰣᮌ┴࣭⩌㤿┴࣭ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭ᮾி都࣭⚄ዉᕝ┴࣭ᒣ┴

ᮾிᅪ㸻ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭ᮾி都࣭⚄ዉᕝ┴

㏆㞄３┴㸻ᇸ⋢┴࣭༓ⴥ┴࣭⚄ዉᕝ┴
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࠙土地に関する動向ࠚから

令和３年ᗘの地価・土地ྲྀᘬ➼の動向

ۑ 国土交通省「地価公♧」にࡼり、令和４年１月１日Ⅼにおける全国の地価動向をࡳ

ると、全用途平均・住宅地・ၟᴗ地のࡎ࠸れ２ࡶ年ぶりに上昇に㌿ࡌた。୕都市圏の

平均ኚ動⋡でࡳると、全用途平均・住宅地はᮾி圏、㜰圏、ྡྂᒇ圏のࡎ࠸れ２ࡶ年

ぶりに上昇に㌿ࡌ、ၟᴗ地はᮾி圏、ྡྂᒇ圏は上昇に、㜰圏はᶓ࠸ࡤに㌿ࡌた。

ۑ 令和３年の全国の土地ྲྀᘬ௳数は⣙ 133 ௳となり、ࡰᶓ࠸ࡤで᥎⛣し࡚࠸る。

ۑ ᮾி都ᚰ５༊（千௦⏣༊、୰ኸ༊、 ༊、新ᐟ༊、㇂༊）、࡚࠸ࡘ市ሙにࢫࣇ࢜

では、令和２年ᗘ௨᮶上昇が続࠸࡚࠸た✵ᐊ⋡が、令和３年 7-9 月期には 6.3％と、平

ᡂ 26 年 10-12月期௨᮶㸵年りに 6.0％を㉸࠼たが、令和３年 10-12 月期には 6.4％と

前期からࡰᶓ࠸ࡤとなった。

ۑ 新設住宅着工戸数に࡚࠸ࡘは、令和３年は⣙ 85.6 戸で࠶り、前年と比㍑すると

5.0％の増加で、全࡚の圏域で増加となった。

ۑ 新⠏マンション価格に࡚࠸ࡘは、１㎡࠶たり༢価が、首都圏は令和３年 4-6 月期に 100 

を㉸࠼たが、そのᚋ 90ྎまでୗⴠし࡚࠸る。

࠙令和４年ᗘ土地に関する基本ⓗ施⟇ࠚから

ۑ 国土ィ⏬や都市ィ⏬における㐺ṇな土地利用の᥎㐍を行う。

ۑ 都市再⏕の᥎㐍、⅏ᐖにᙉ࠸まち࡙ࡃりの᥎㐍、పᮍ利用地の利用ಁ㐍、国公᭷地の

利活用、住宅ᑐ⟇の᥎㐍、都市と⥳・㎰のඹ⏕するまち࡙ࡃりの᥎㐍、㎰地の㐺ษなಖ

全、᳃ᯘの㐺ṇなಖ全・利用の☜ಖなを図る。

ࠐ ⎔ቃಖ全➼に係る施⟇の᥎㐍、ᩥ財➼の㐺ษなಖㆤ及びⰋዲなᬒほᙧᡂの᥎㐍、所

᭷⪅不᫂土地ၥ㢟のᑐᛂ᪉⟇の᥎㐍➼を図る。

ࠐ 不動産ྲྀᘬ・ᢞ㈨市ሙのᩚഛ、土地⛯ไにおけるᑐᛂ、不動産市ሙにおける国㝿ᒎ㛤

ᨭ➼を行う。

ۑ 国土ㄪᰝの᥎㐍、国土に関するሗのᩚഛ、Ⓩグไᗘのᩚഛ、⅏ᐖࣜࢡࢫ➼に࡚࠸ࡘ

のሗのᥦ౪➼の᥎㐍➼を通し࡚土地に関するㄪᰝの実施、ሗのᥦ౪を図る。

国土交通省が「令和３年ᗘ土地に関する動向」「令和４年ᗘ土地に関する基本ⓗ施⟇（土地ⓑ᭩）」を国会ሗ࿌

☆☆参参考考 ᅵ地ⓑ᭩：ᅵ地ᇶ本ἲ（ᖹᡂඖ年ἲᚊ➨ 84ྕ）➨ 10➨㸯㡯及び➨２㡯のつ定ᇶ࡙き、ᅵ地

㛵ࡍる動ྥ及びᨻᗓがᅵ地㛵してㅮࡓࡌᇶ本ⓗ⟇୪びᅵ地㛵してㅮ࠺ࡼࡌ

とࡍるᇶ本ⓗな⟇ࡘいて、ẖ年国ሗ࿌ࢀࡉるࡶの

令和４年㸴月
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令和４年分の㊰⥺価及びホ価ಸ⋡をグ㍕した㊰⥺価図➼が、令和４年㸵月 1 日に国⛯ᗇ

りホ価すࡼ土地➼の価㢠は価に、࡚࠸れた。相続⛯や㉗⛯におࡉで公㛤ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

るࡇととࡉれ࡚࠸るが、相続⛯➼の⏦࿌の౽ᐅ及びㄢ⛯の公平を図るほⅬから、国⛯ᒁで

は毎年、全国のẸ᭷地に࡚࠸ࡘ、土地➼のホ価㢠の基‽となる㊰⥺価及びホ価ಸ⋡を定め

࡚公㛤し࡚࠸る。

都ෆの᭱㧗㊰⥺価のᑐ前年ᗘኚ動⋡は1.1ڸ％（前回7.0ڸ％）となった。

令和４年㸵月Ⅼの１年間の地価動向に࡚࠸ࡘ、全国平均では、全用途平均が３年ぶり

に上昇に㌿ࡌた。用途別では、住宅地は 31年ぶりに、ၟᴗ地は３年ぶりに上昇に㌿ࡌた。

୕都市圏平均では、全用途平均は２年連続で上昇し、上昇⋡がᣑした。住宅地はᶓ

た。ၟᴗ地はࡌから上昇に㌿࠸ࡤ 10年連続で上昇し、上昇⋡がᣑした。工ᴗ地は９年連

続で上昇し、上昇⋡がᣑした。

令和４年㸵月

国⛯ᗇが「令和４年分の㊰⥺価➼に࡚࠸ࡘ」公㛤

令和４年９月

国土交通省が「令和４年都㐨ᗓ┴地価ㄪᰝ」を公表

☆☆参参考考 都㐨ᗓ┴地価ㄪᰝ：国ᅵ⏝ィ画ἲ⾜௧➨９᮲ᇶ࡙き、都㐨ᗓ┴▱がẖ年㸵月㸯日࠾

ので、ࡶるࡍる標‽価格をุ定ࡅ 50年ࡽᐇࢀࡉている。

☆参考

㊰⥺価ࡣ全国のẸ᭷地の宅地、⏣、⏿、ᒣᯘ➼をᑐ㇟として定ࢀࡽࡵて࠾り、㊰⥺価➼ࡅ࠾る宅地

とࡣ、住宅地、ၟᴗ地、工ᴗ地➼の⏝㏵㛵ࡎࡽࢃ、ᘓ≀のᩜ地となるᅵ地のことをい࠺。

市街地ⓗᙧែをᙧᡂࡍる地ᇦあるᅵ地ࡘいてࡣ、ձ㊰⥺価᪉ᘧࡼり評価、ࡑのの地ᇦある

ᅵ地ࡘいてࡣ、ղಸ⋡᪉ᘧࡼり評価を⾜っている。㊰⥺価及び評価ಸ⋡ࡣ、ẖ年㸯月㸯日を評価時

点として、地価බ♧価格、㈙ᐇ価㢠、不動産鑑定ኈ➼ࡼる鑑定評価㢠、⢭㏻⪅ពぢ価格➼をᇶと

して⟬定しࡓ価格の 80㸣ࡼり評価している。

ձ㊰⥺価᪉ᘧࡼる評価：評価ᑐ㇟地が᥋ࡍる㊰⥺の㊰⥺価�ᚲ要な画地ㄪᩚ⋡㸻評価㢠

ղಸ⋡᪉ᘧࡼり評価：ᅛ定㈨産⛯評価㢠�地価の㢮ఝࡍる地ᇦࡈと定ࡓࡵ評価ಸ⋡㸻評価㢠

全全国国全全用用途途平平均均でで３３年年ぶぶりりにに上上昇昇にに㌿㌿ࡌࡌたた。。
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令和４年分の㊰⥺価及びホ価ಸ⋡をグ㍕した㊰⥺価図➼が、令和４年㸵月 1 日に国⛯ᗇ

りホ価すࡼ土地➼の価㢠は価に、࡚࠸れた。相続⛯や㉗⛯におࡉで公㛤ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

るࡇととࡉれ࡚࠸るが、相続⛯➼の⏦࿌の౽ᐅ及びㄢ⛯の公平を図るほⅬから、国⛯ᒁで

は毎年、全国のẸ᭷地に࡚࠸ࡘ、土地➼のホ価㢠の基‽となる㊰⥺価及びホ価ಸ⋡を定め

࡚公㛤し࡚࠸る。

都ෆの᭱㧗㊰⥺価のᑐ前年ᗘኚ動⋡は1.1ڸ％（前回7.0ڸ％）となった。

令和４年㸵月Ⅼの１年間の地価動向に࡚࠸ࡘ、全国平均では、全用途平均が３年ぶり

に上昇に㌿ࡌた。用途別では、住宅地は 31年ぶりに、ၟᴗ地は３年ぶりに上昇に㌿ࡌた。

୕都市圏平均では、全用途平均は２年連続で上昇し、上昇⋡がᣑした。住宅地はᶓ

た。ၟᴗ地はࡌから上昇に㌿࠸ࡤ 10年連続で上昇し、上昇⋡がᣑした。工ᴗ地は９年連

続で上昇し、上昇⋡がᣑした。

令和４年㸵月

国⛯ᗇが「令和４年分の㊰⥺価➼に࡚࠸ࡘ」公㛤

令和４年９月

国土交通省が「令和４年都㐨ᗓ┴地価ㄪᰝ」を公表

☆☆参参考考 都㐨ᗓ┴地価ㄪᰝ：国ᅵ⏝ィ画ἲ⾜௧➨９᮲ᇶ࡙き、都㐨ᗓ┴▱がẖ年㸵月㸯日࠾

ので、ࡶるࡍる標‽価格をุ定ࡅ 50年ࡽᐇࢀࡉている。

☆参考

㊰⥺価ࡣ全国のẸ᭷地の宅地、⏣、⏿、ᒣᯘ➼をᑐ㇟として定ࢀࡽࡵて࠾り、㊰⥺価➼ࡅ࠾る宅地

とࡣ、住宅地、ၟᴗ地、工ᴗ地➼の⏝㏵㛵ࡎࡽࢃ、ᘓ≀のᩜ地となるᅵ地のことをい࠺。

市街地ⓗᙧែをᙧᡂࡍる地ᇦあるᅵ地ࡘいてࡣ、ձ㊰⥺価᪉ᘧࡼり評価、ࡑのの地ᇦある

ᅵ地ࡘいてࡣ、ղಸ⋡᪉ᘧࡼり評価を⾜っている。㊰⥺価及び評価ಸ⋡ࡣ、ẖ年㸯月㸯日を評価時

点として、地価බ♧価格、㈙ᐇ価㢠、不動産鑑定ኈ➼ࡼる鑑定評価㢠、⢭㏻⪅ពぢ価格➼をᇶと

して⟬定しࡓ価格の 80㸣ࡼり評価している。

ձ㊰⥺価᪉ᘧࡼる評価：評価ᑐ㇟地が᥋ࡍる㊰⥺の㊰⥺価�ᚲ要な画地ㄪᩚ⋡㸻評価㢠

ղಸ⋡᪉ᘧࡼり評価：ᅛ定㈨産⛯評価㢠�地価の㢮ఝࡍる地ᇦࡈと定ࡓࡵ評価ಸ⋡㸻評価㢠

全全国国全全用用途途平平均均でで３３年年ぶぶりりにに上上昇昇にに㌿㌿ࡌࡌたた。。
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土地に関する基本理念の普及・啓発活動の充実を図るため、国土交通

省では毎年 10月を「土地月間」とし、10月 1日を「土地の日」と定め、

講演会や無料相談会が行われた。

全国の地価動向は、全用途平均で、前期比（令和４年３月末比）0.4％（前回 0.2％）、前期に

続き上昇となった。

令和４年の新設住宅着工戸数は前年比 0.4％増の 859,529 戸となり、

２年連続の増加となった。

また、令和４年の新設住宅着工床面積は前年比 2.3％減の 69,010千㎡

で、昨年の増加から再びの減少となった。

利用関係別戸数では、持家は前年比 11.3％減の 253,287戸で昨年の増

加から再びの減少、貸家は前年比 7.4％増の 345,080 戸で２年連続の増

加、分譲住宅は前年比 4.7％増の 255,487 戸で２年連続の増加（うち、マンションは前年

比 6.8％増の 108,198戸で 3年ぶりの増加、一戸建住宅は前年比 3.5％増

の 145,992戸で 2年連続の増加）となった。

地域別で見ると、首都圏における新設住宅着工の総戸数は前年比 2.8％

増で、そのうち持家が同 10.9％減、貸家が同 8.9％増、分譲住宅が同 4.3％

増（うち、マンションは同 4.8％増、一戸建住宅は同 4.2％増）となった。

ni 

令和５年１月

☆☆参参考考 市街地価格指数：日本不動産研究所が年２回（３月末と９月末時点）、全国主要 198 都市の約

1,800地点の地価を鑑定評価し指数化している。

令和４年 11月

一般財団法人 日本不動産研究所が「市街地価格指数」（令和４年９月末現在）を公表

国土交通省が「令和４年新設住宅着工戸数」を発表

令和４年 10月

国土交通省が「土地月間」を実施

☆☆参参考考 新設住宅着工戸数：独立して居住できる区画が増える新設の住宅着工件数のこと。持家、貸家、

給与住宅及び分譲住宅の４区分あり、重要な経済指標となっている。

令令和和４４年年のの新新設設住住宅宅着着工工はは､､持持家家はは減減少少ししたたがが、、貸貸家家及及びび分分譲譲住住宅宅がが増増加加ししたたたためめ、、全全体体でで増増

加加ととななっったた。。
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令和５年３月 22 日、国土交通省不動産・建設⤒῭ᒁは、全国のᶆ‽地Ⅼ 26,000 地Ⅼに

おける令和５年 1月 1日Ⅼの価格を公表した。

全国平均では、全用途平均・住宅地・ၟᴗ地のࡎ࠸れ２ࡶ年連続で上昇し、上昇⋡がᣑ

した。

୕都市圏では、全用途平均・住宅地は、ᮾி圏、㜰圏及びྡྂᒇ圏のࡎ࠸れ２ࡶ年

連続で上昇し、上昇⋡がᣑした。

令和５年３月

国土交通省が「地価公♧（令和５年１月１日Ⅼ）」のྲྀりまとめを公表

☆☆参参考考 地価බ♧：地価බ♧ἲᇶ࡙き、国ᅵ㏻┬ᅵ地鑑定ጤဨがẖ年㸯月㸯日の都市ィ画区ᇦ➼

のࡶるࡍ♧ṇᖖな価格ࠖをุ定しබࠕる標‽地を㑅定してࡅ࠾

全国の地価動向は全用途平均で２年連続上昇

㌿
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